
産学官連携による人の地域循環教育プログラムの研究開発

宮崎市の現状・魅力を知る
〇「みやざき産業人材プログラム」（みやざきCOC＋）の視聴
〇本校OBの社長等による講話（鵬ドリカム講座）
〇大学の先生等による講義
〇本校OBが所属する職場におけるインターンシップ 等

１
年

３
年

２
年

工学 食・農業 教育
観 光
スポーツ 起業

宮崎市の活性化を目指した地域課題研究 ６つの
スキル

課
題

・若年層の県外流失の増加
・郷土に魅力を感じていない生徒の増加
・自分の可能性に気づいていない生徒の増加

課
題

・ 身近な地域社会の問題を自分のこととして捉え、新たな解決策を地域に寄り添いながら提案、実践
できる人材の育成

・ 宮崎市内の高校にも普及させ、地元活性化に人材を発掘できるコンソーシアムを構築

開発
の
目標

研究概要

宮崎日機装(株)
ソーラーフロン
ティア(株)
宮崎大学工学部
宮崎県産業振興
機構

道本食品(株)
宮崎大学農学部
南九州大学
JA宮崎中央会
JA宮崎経済連

宮崎大学教育学部
宮崎県教育委員会
宮崎市教育委員会

宮崎空港ビル(株)
宮崎大学地域資源
創成学部
宮崎国際大学
宮崎産業経営大学
宮崎市役所

宮崎県男女共同参
画センター
宮崎県信用保証
協会
宮崎大学地域資源
創成学部
宮崎産業経営大学
宮崎市役所

①再認識力

②情報収集力

③問題発見力

④分析力

⑤共感力

⑥表現実行力

授 業

〇各教科・科目等
の特質に応じた
見方・考え方を
身につけさせ、
幅広い視野を
持った資質・能
力の育成を行う。

Ａ知識・技能

Ｂ思考力・判断力・
表現力等

Ｃ学びに向かう力・
人間性等

１年生

２年生

３年生

多くの
気づき

さらなる
深化

授業及び課題研究等を通して生徒自身が自分の
可能性等に気付き、地域の活性化を目指す

地域の次世代リーダーとして、地域に根差し、
貢献できる人材の育成

医療

宮崎大学医学部
宮崎江南病院

大
淀
地
域
自
治

会
連
絡
協
議
会

宮
崎
市



研究開発の経緯

合計特殊出生率 全国より0.27高

15歳未満の人口割合 全国４位

生産年齢人口 全国ワースト５位

生産年齢人口 全国ワースト５位

宮崎県外で就職を考える生徒
全体の40％

宮崎市に魅力を感じない生徒
全体の42％

研究開発Ⅰ

○地域学Ⅰ
「宮崎南×SDGｓ」

○企業見学
○鵬ドリカム講座
○宮崎県ゆたかさ指標
授業

○鵬イノベーション
コンテスト

○地域課題研究
○計画発表
○鵬ドリカム講座
○中間発表
○ポスター研修
○第2学年生徒研究
発表会

研究開発Ⅱ
研究開発Ⅲ

○研究内容再検討
○MSECフォーラム
○進路探究

MSECフォーラムオン
ライン参加の様子

研究開発の内容

地域を学び

発信していく

地域課題を自分
事として考え

「高等学校学習指導要領解説 総合的な探究の時間編」



研究開発Ⅰ（１）

題目 実施内容

地域学Ⅰ 宮崎県の高等教育機関が取り組んでいる
COC＋を利用して地域の魅力、現状を学
ばせる。

地域学Ⅱ 宮崎の企業・行政の活躍を本校同窓会(
鵬同窓会)を通じて知る。（鵬ドリカム
講座）

鵬 イ ノ ベ ー
ションコンテ
スト

地域の企業、行政、団体からのいただい
たテーマを基に課題解決に取り組む。

進路ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ 各大学の学部の話を聞き、自分が学ぶべ
き分野を知る。

課題研究計画 今までに学んだことを基に2学年からど
のような課題研究に取り組むか計画を立
てる。

実施内容（R1，R2）
地域学Ⅰ

地域学行政の様子 地域学食の様子

進路ガイダンス

27大学の進学説明を聴き、
進路意識を高める

基調講演 講座の様子

地域学Ⅱ（鵬ドリカム講座）

実際に働いておられる保護者や卒
業生の方々に、現場での喜びやご
苦労、その職業に就くための進路
や資格などについて講演をしても
らう（29講座開催）



研究開発Ⅰ（２）

分野別発表の様子

協力団体から講評をいただいてる様子

2年間の成果

【郷土に関する意識調査】

県外進学希望者の減少

県内企業への興味関心の増加

0
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問題発見力

情報収集力

分析力

再認識力共感力

発表態度

スライド

1A 食

他者評価平均

自己評価平均

【生徒へのフィードバック】

鵬イノベーションコンテスト（以下トリコン）
宮崎市内の企業・団体・行政からテーマをいただく。
高校生の視点からアイディアを出し、答えのない問
いへチャレンジする。各クラス９班（９分野）に分
かれて実施。

R1 R２

【鵬DP評価による外部評価】
最大値を４として、数値が高いほど高評価としている
次ページ掲載



研究開発Ⅰ（３）

2年間の反省

地域学Ⅰとトリコンとのつながり

生徒が考える地域の課題が実状に即していない

令和３年度の改善

(1)地域学Ⅰの内容見直し

地域学Ⅰ→「宮崎南×SDGｓ」に変更

(2)トリコンの見直し

協力団体からの事前講義を実施

(3)今年度トリコン協力団体とテーマ一覧



研究開発Ⅱ（１）

題目 実施内容

地域課題研
究(前半)

地域課題研究に、コンソーシアムよりアドバイスを受けな
がら取り組む。

中間発表 有識者より意見を求め、課題内容の軌道修正を行う。

地域課題研
究(後半)

中間発表を経て、研究内容を深める。

ﾌﾟﾚｾﾞﾝ資料
作成

職員、生徒研修会を実施後プレゼンテーション、ポスター
制作等する。

研究発表会 ポスターセッションによる研究成果の発表を行う。

論文作成 研究論文の書き方や手法について講義・演習を通して、研
究論文を作成する。

実施内容（R1）

実施内容（R2,3）

地域課題研究（前半）に計画発表を入れる

中間発表

職員研修会

地域課題研究

ポスター研修会



研究開発Ⅱ(2)

3年間の成果

【郷土に関する意識調査Ｒ１→Ｒ２】

県外進学志望者 28.5％→33%

県内大学に魅力を感じない 25% →16%

県内就職希望者 25.8%→34%

【鵬DP評価による外部評R1～Ｒ３】
最大値を４として、数値が高いほど高評価としている

課題研究発表様子③課題研究発表様子① 課題研究発表様子②



研究開発Ⅱ(３)

校外での活動

【R1の活動】

実践の様子

健康体操の実践
高齢者向けに考案し
た体操を「みやざき
健康ふくしまつり」
にて実践

販売の様子

宮崎県が推進する「野菜を積極的に食べる活動」＝「ベジ
活」をテーマに本校生徒が考案したベジ活メニュー「野菜
ごろごろ旨辛ポトフ」をベジ活応援店である「Ａコープオ
ランヴェル」（宮崎市）にて試食販売

ボランティアの方々と前日準備の様子開会式の様子

地域の自治体と協力して「鵬こども食堂」の開催
食品はフードドライブにて集めて実施 学校を地域交流の場として活用

【R２の活動】

実演販売の様子① 実演販売の様子② プリチーまんじゅう

地域菓子店「御菓子司 上野」様とコラボしてプリンとチーズ饅頭を合
わせた「プリチーまんじゅう」を考案し販売を行った。限定販売におい
ては準備していた１００個が３０分で完売した。

実演販売の様子① 実演販売の様子② プリチーまんじゅう



研究開発Ⅱ(４)
宮崎市企画政策課との連携事業
高校生が主体となったイベント「Miyazaki High School Festival 2020」
計画。生徒実行委員会を立ち上げ（本校・本庄高校・宮崎海洋高校）高校
生が主体となって文化芸術に関する「高校生の表現場」を創出。１２月に
実施予定だったが３月に延期。延期した計画も新型コロナウィルス感染拡
大悪化のため中止

企画運営会議の様子 イベントのロゴ

宮崎市へ応援壁画の寄贈
イベント中止となったが、
宮崎市民への応援、医療従
事者の感謝の気持ちを表し
た壁画の寄贈を行った。宮
崎市長より感謝状を授与さ
れ市役所入り口に飾られて
いる。

感謝状贈呈の様子

【R３の活動】

宮崎市親子保健課へ白血病
治療に臍帯血が有効である
ことを説明するパンフレッ
ト寄贈
パンフレットを妊婦の方へ
配布することを依頼

パンフレット贈呈の様子

放課後学習サポートの運営
宮崎市立赤江東中学校と宮
崎市青少年育成委員会と連
携し、中学生への放課後学
習指導ボランティアを計画
現在実行中

放課後指導に向けて計画を立てている様子

宮崎県内経済活性化イベン
ト「地域自慢バトル～食編
～」の計画
現状は県外からの来客を見
込めない。県内で観光業を
盛り上げるために各地域の
高校生で地元自慢バトルを
開催予定



研究開発Ⅲと今後の展望

成果の発信

R２

校外で実施予定
だったポスター
セッションが録画
開催となったこと
をきっかけに、都
城泉ケ丘高校とオ
ンライン発表会を
実施。生徒自身で
計画実行した。

R３

宮崎県のSDG
ｓフォーラム
にて実践を発
表。カンボジ
アの子供たち
へ上靴などを
寄贈した実践
を発表

宮崎県
MSEC
フォーラ
ムへ参加
英語部門
にて１位
を獲得

今後の展望

コンソーシアム団体について
ほとんどの団体
と連携継続予定

研究開発Ⅰ 研究開発Ⅱ 研究開発Ⅲ

産学官連携による地域に根差した教育

都市型コミュニティ・スクール
への申請を計画中


